
日  時 ： 2022年10月21日（金） 17：30～19：00
第1部 17:30-18:15  
　「LEADに対するIVUSの役割をコンセンサスドキュメントから深掘りする」　
　 　座長　藤原昌彦 先生 （岸和田徳洲会病院）
　 イントロダクション  「なぜコンセンサスドキュメントを作ったのか」　
　　　　　　　　　 藤原昌彦 先生 （岸和田徳洲会病院）　
 　１．  基礎編   「LEADに対するIVUSの正しい計測の仕方と病変性状の把握」　 
　　　　　　　　　 中田 文 先生 （森之宮病院 臨床工学技士）
　 ２．  臨床編   「ステント治療を前提とした見るべき測定すべきIVUS情報とは」　
　　　　　　　　　 倉田直哉 先生 （関西労災病院 臨床工学技士）
 　３．  臨床編   「バルーン/DCB治療を 前提とした見るべき測定すべきIVUS情報とは」  
　　　　　　　　　 矢津優子 先生 （岸和田徳洲会病院 臨床工学技士）　

第2部 18:15-19:00   「LEADに対するIVUSの真の意味」
　　 座長　飯田 修 先生 （関西労災病院） 

　イントロダクション  「今あるIVUSのエビデンス」　飯田 修 先生 （関西労災病院）　
　 1.  「IVUSは観察デバイスである」　曽我芳光 先生 （小倉記念病院）　　　　
 　2.  「IVUSから治療デバイスを想像する」　鳥居 翔 先生 （東海大学医学部附属病院）
 　3.  「IVUSはCTO貫通補助デバイスである」　川﨑大三 先生 （森之宮病院）
　 4.  「えっ！やっぱりIVUS使おうかな？」　鈴木健之 先生 （東京都済生会中央病院）　
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